
学校番号 １１７ 

令和２年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 家庭基礎「自立・共生・創造」 （東京書籍） 

副教材等 最新 生活ハンドブック 資料＆成分表（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

衣生活、食生活、住生活および子どもの発達と保育、高齢社会、消費生活に関することを生活科学

として理解し、生活文化とかかわらせて考え、充実した生活を営むことができるようにする。 

 

２ 学習の到達目標 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を

習得させ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力と実

践的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族、福

祉、衣食住、消費生活

などについて関心を

もち、主体的に取り組

み、実践的態度を身に

つけている。 

人の一生と家族、福祉、

衣食住、消費生活などに

ついて課題を見いだし、

その解決のために考え、

工夫し創造する能力を

身につけている 

人の一生と家族、

福祉、衣食住、消

費生活などに関す

る基礎的・基本的

技術を身につけて

いる。 

人の一生と家族、福

祉、衣食住、消費生

活などに関する基礎

的基本的知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

・授業に向かう姿勢 

・ワークの記述 

・レポート作成や発表 

・定期考査 

・ワークの記述 

 

・実習の技能 

・定期考査 

・グループワーク

等の記述 

・定期考査 

・レポートの作成や

発表 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価

規準 

評価方

法 a b c d 

 
 

 
 

 
 

１
学
期 

 
 

 

１ 

 
 自

分
ら
し
い
人
生
を
つ
く

る 生涯発達の視点から、家庭科を学

ぶ意義を理解し、家族や家庭生活

の在り方について考える。 

 ○  ○ b:自分の将来に生活

設計について考えを

まとめている 

d：家族のありかたに

ついて基礎知識が身

に付けられているか 

定期考査 

提出物 

ワーク 

子
ど
も
と
共
に
育
つ 

子どもの心身の発達について理解

し、保育の必要性と親のかかわりに

ついて考える 

○ ○  ○ a:子どもの発達つい

て理解しようとして

いるか 

b:将来保育者になる

立場で保育を考える 

d:子どもの発達の基

礎的知識 

定期考査 

提出物 

ワーク 

高
齢
社
会
を
生
き
る
・
共
に
い

き 高齢社会の現状と高齢者を取り巻く

課題について理解する 

 ○  ○ b:高齢社会の現状と

課題について、個人、

家族、社会の立場から

考えをまとめている 

d:高齢社会の課題を

解決するよう考えて

いる 

定期考査 

提出物 

ワーク 

 
 

 
 

 
 

２
学
期 

共
に
生
き
、
共
に
支
え
る 

社会で生活する上での支えあいの仕

組みや考え方を理解し、これからの

社会に必要なことを考える 

 ○  ○ b:共生、福祉の意味と

必要性を理解し、今後

のことを考えられる 

d:個人としてどのよ

うな取り組みが必要

か考えている 

定期考査 

提出物 

衣
生
活
を
つ
く

る 自立した生活を営むために必要な

衣生活の基礎的な知識を身につ

け、知識や技術の定着を図る。 

  ○ ○ c:被服に関する基本

的技能 

d: 被服材料や管理に

関する基礎的知識 

定期考査 

提出物 

実習 

食
生
活
を
つ
く

る 自立した生活を営むために必要な

食生活の基礎的な知識を身につ

け、知識や技術の定着を図る。 

  ○ ○ c:調理に関する基本

的技能 

d: 栄養・食生活に関

する基礎的知識 

定期考査 

提出物 

実習 



 
 

 
 

 

３
学
期 

   
 

 

  3

学
期 

住
生
活
を
つ
く
る 

自立した生活を営むために必要な

住生活の基礎的な知識を身につ

け、知識や技術の定着を図る。 

○ ○  ○ a:住生活での自立と

は何かを考えている 

b:住生活の知識と生

かせる力を身につけ

る 

d:住生活を営むため

の基礎的知識 

定期考査 

提出物 

ワーク 

経
済
生
活
を
営
む 

・家庭経済の現状、消費生活の課題

を理解する。生涯を見通した家計管

理や計画について考える。 

 ○  ○ b:消費者問題の種類

や特徴、対処法につい

て理解している 

d:家計管理のできる

基礎的知識 

定期考査 

提出物 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


